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二
七

唐
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
と
ソ
グ
ド
系
武
人

─
「
史
多
墓
誌
」
を
中
心
に
─

福
　
島
　
　
　
恵

は
じ
め
に

　
本
稿
で
扱
う
「
史
多
墓
誌
」
は
、
二
〇
〇
九
年
に
趙
振
華
氏
の
論
文
「
唐
代
粟
特
人
史
多
墓
誌
初
探
」
で
初
め
て
報
告
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
拓
本
写
真
と
墓
誌
録
文
と
と
も
に
解
釈
も
掲
載
さ
れ
た
。
趙
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
墓
主
の
史
多
は
、
史
姓
で
あ
る
こ
と
に
加
え

て
、
墓
誌
文
の
冒
頭
で
「
西
域
の
人
な
り
」
と
記
さ
れ
る
の
で
、
拙
稿
［
福
島
二
〇
〇
五
：
一
三
七
～
一
四
六
頁
］
で
記
し
た
基
準
に
照

ら
せ
ば
、
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
墓
誌
で
特
に
問
題
と
な
り
、
本
稿
で
も
注
目
し
た
い
の
は
、
墓
主
史
多
の
唐
へ
の
帰
属
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
趙
［
二
〇
〇
九
：
七
九
頁
］
の
摘
要
に
は
以
下
に
訳
出
し
た
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　「
史
多
墓
誌
」
が
新
た
に
世
の
注
目
を
集
め
る
の
は
、
そ
れ
が
中
央
ア
ジ
ア
史
国
城
主
を
代
々
世
襲
し
た
後
裔
の
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。
曾
祖
父
の
達
官
、
曾
祖
父
の
史
昧
は
、
東
方
文
明
を
敬
慕
し
て
隋
に
通
じ
た
。
唐
が
建
国
さ
れ
る
と
、
城
主
は
子
の
史
日
を

質
と
し
て
長
安
に
入
れ
て
、
宗
主
国
へ
の
忠
信
を
示
し
た
。
唐
は
彼
に
玉
門
関
の
鎮
守
を
命
じ
る
こ
と
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
険
要
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二
八

の
地
で
円
滑
な
交
通
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
代
目
の
質
子
の
史
多
は
、
太
宗
の
命
に
よ
っ
て
中
郎
将
と
な
り
、
長
い
間
長
安

の
王
宮
で
宿
衛
し
、
一
心
に
主
に
仕
え
た
。
…
…
こ
の
出
土
文
献
は
、
ソ
グ
ド
諸
国
と
中
国
と
の
信
頼
と
友
好
の
往
来
と
い
う
背
景

の
下
、
史
国
の
貴
族
が
唐
に
移
住
し
て
官
途
に
就
き
、
帰
還
せ
ず
に
洛
陽
の
人
と
な
り
、
つ
い
に
は
華
化
し
た
子
孫
を
残
し
た
と
い

う
文
明
の
歴
史
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
趙
氏
は
、
墓
主
の
史
多
と
そ
の
父
親
の
史
日
は
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
史
国
（
キ
ッ
シ
ュ
：K

ish

）
の
か
ら
の
人
質
と

し
て
唐
に
入
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
確
か
に
、
趙
［
二
〇
〇
九
：
八
〇
～
八
一
頁
］
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ソ
グ
ド
人
の
墓
誌
に
は
、

「
米
継
芬
墓
誌）1
（

」
や
「
何
文
哲
墓
誌）2
（

」
の
よ
う
に
質
子
と
し
て
来
朝
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
た
だ
し
、
以
下
で
考
察
す
る

よ
う
に
「
史
多
墓
誌
」
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
事
例
と
同
様
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
「
史
多
墓
誌
」
を
解
読
し
、
そ
の
後
に
史
多
の
唐
へ
の
帰
属
の
問
題
を
中
心
と
し
て
、
彼
を
と
り
ま
く
国
際

情
勢
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
、「
史
多
墓
誌
」
訳
注）3
（

　
趙
［
二
〇
〇
九
：
八
〇
頁
］
に
よ
れ
ば
、
本
墓
誌
は
、
洛
陽
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
一
辺
四
六
㎝
、
厚
さ
一
〇
㎝
の
青
石
（
青
黒
い

石
灰
岩
）
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
墓
誌
の
具
体
的
な
出
土
地
、
発
見
さ
れ
た
経
緯
、
伴
出
物
の
有
無
な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、

残
念
な
こ
と
に
、
筆
者
は
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

　
な
お
、
本
章
の
訳
注
部
分
は
、
二
〇
一
〇
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
石
見
清
裕
教
授
の
特
論
で
講
読
し
た
成
果
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
講
読
で
は
、
六
行
目
「
公
之
是
也
」
ま
で
を
石
川
澄
恵
氏
、
一
三
行
目
「
礼
也
」
ま
で
を
産
方
晃
彦
氏
、
一
七
行
目
「
威
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二
九

振
細
柳
」
ま
で
を
森
田
智
子
氏
、
銘
文
部
分
を
福
島
が
担
当
し
た
。

（
1
）
録
文

1
　
大
唐
故
冠
軍
大
將
軍
史
北
勒
墓
誌
并
序

2
　
公
諱
多
、字
北
勒
、西
域
人
也
。建
土
鹿
塞
、代
貴
龍
庭
。交
贄
往
来
、

3
　
書
于
曩
策
。公
其
後
也
。曽
祖
達
官
、本
蕃
城
主
、自
天
縱
知
、神
朗

4
　
宏
達
。不
由
文
字
、晤
暗
古
今
。率
彼
附
容
、遠
欽
　
皇
化
。祖
昧
嫡

5
　
襲
、不
墜
忠
貞
。父
曰
、夙
使
玉

、作
鎮
金
塞
。乃
礼
遣
長
子
削
袵

6
　
来
庭
。公
之
是
也
。公
至
、自
皇
上
嘉
其
誠
款
、特
拜
授
中
郎
將
。自

7
　
參
侍
丹
墀
、綿
歴
年
祀
、嘗
無
纖
犯
、聲
譽
日
聞
。又
加
冠
軍
大
將

8
　
軍
、進
位
上
柱
國
、轉
右
領
軍
衛
中
郎
將
。擁
虎
賁
　

之
　

猛
士
、警
翼

9
　
皇
圖
、運
豹
韜
之
竒
籌
、

摧
匈

。公
素
知
止
足
、不
尚
矜
華
。謝

10
　
病
丘
園
、甘
寢
私

。歲
時
月
見
、二
三
而
已
。谷
神
不
死
、徒
着
五

11
　
千
之
賢
、聖
□
歸
、終
化
一
棺
之
土
。以
開
元
六
年
十
月
廿
六
日

12
　
薨
於
里

、春
秋
一
百
一
。七
年
四
月
十
五
日
遷

於
洛
陽
城

13
　
南
、礼
也
。其

則
迩
接
華
陽
、依
紫
微
於
北
極
、俯
臨
伊
渚
、竒
琇

14
　
控
於
南
山
。瑞
則
仙
鶴
吊
人
、圖
則
神
龜
占
地
。絶
漿
哀
子
、痛
甚

15
　
曽
參
。樹
劔
良
朋
、悲
深

札
。沿
茲
銘
典
、以
勒
泉
門
。翼
播
金
聲
、
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三
〇

16
　
永
存
玉
策
。其
詞
曰
、　
　
惟
德
動
天
、無
遠
不
届
。赫
々
宗
唐
、四

17
　
方
是
拜
。英
々
公
族
、則
為
蕃
首
。聲
聞
中
華
、威
振
細
柳
。

自
龍

18
　
庭
、入
侍
鳳

。削
袵

紳
、解
辮
冠

。翼
々
警
衛
、亹
々
歲
月
。忠

19
　
懇
日
聞
、礼
數
時
越
。功
踰
衛
霍
、績
出
韓
彭
。玉
門
擁
節
、金
嶺
麾

20
　
旌
。不
尚
矜
華
、屢
乞
骸
骨
、謝
病
歸
家
、星
離
寡

。日
逗
纖
隙
、人

21
　
生
斯
須
。忽
如
過
客
、羃
歴
草
隧
。蕭
瑟
風
柏
泉
路
、一
分
幽
明
永

22
　
隔
。名
冀
与
兮
天
壤
俱
、雕
茲
石
兮
勒
銘
策
。

（
2
）
訓
読

　
大
唐
の
故
冠
軍
大
將
軍
史
北
勒
の
墓
誌
并
び
に
序

　
公
、
諱
は
多
、
字
は
北
勒
、
西
域
の
人
な
り
。
土
を
鹿
塞
に
建
て
、
代
々
龍
庭
に
貴
た
り
。
贄
を
交
え
て
往
来
し
、
曩
の
策
に
書
さ
る
。

公
は
其
の
後
な
り
。
曽
祖
の
達
官
、
本
蕃
城
主
な
り
。
天
よ
り
知
を
縦ゆ

る

さ
れ
、
神
朗
宏
達
た
り
。
文
字
に
由
ら
ず
、
晤あ
き

ら
か
に
古
今
を
暗

ず
。
彼
の
附
容
を
率
い
、
遠
く
皇
化
を
欽
う
。
祖
の
昧
、
嫡
襲
し
、
忠
貞
を
墜
さ
ず
。
父
の
曰
、
夙
に
玉

（
関
）
に
使
い
し
、
金
塞
に

作
鎮
す
。
乃
ち
礼
も
て
長
子
を
遣
わ
し
、
削
袵
し
て
来
庭
せ
し
む
。
公
は
之
れ
是
な
り
。

　
公
至
れ
ば
、
皇
上
の
其
の
誠
款
を
嘉
す
る
を
自も

つ

て
、
特
に
拜
し
て
中
郎
將
を
授
け
ら
る
。
自
ら
丹
墀
に
參
侍
し
、
年
祀
を
綿
歴
し
て
、

嘗
て
纖
犯
無
く
、
聲
譽
は
日
々
聞
こ
ゆ
。
又
、
冠
軍
大
將
軍
を
加
え
ら
れ
、
位
を
上
柱
國
に
進
め
ら
れ
、
右
領
軍
衛
中
郎
將
に
轉
ず
。
虎

賁
の
猛
士
を
擁
し
、
警い

ま
しめ
て
皇
圖
を
翼た
す

け
、
豹㉑
韜
の
竒
籌
を
運め
ぐ

ら
し
、こ
と
ご
とく
匈㉒

（
寇
）
を
摧く
じ

く
。
公
、
素
よ
り
止
足
を
知
り
、
華
を
矜ほ
こ

る
を
尚
ば
ず
。
丘㉓
園
に
謝
病
し
、
私

に
甘㉔
寢
す
。
歲
時
に
月㉕
の
見ま
み

え
る
こ
と
、
二
三
の
み
。
谷㉖
神
は
死
せ
ず
し
て
、
徒
だ
五㉗
千
の
賢
を

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳
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三
一

着あ
ら
わ（
著
）
す
も
、
聖
□
歸
、
終
に
一㉘
棺
の
土
と
化
す
。
開
元
六
年
十
月
廿
六
日
を
以
て
里

に
薨
ず
。
春
秋
一
百
一
。
七
年
四
月
十
五
日
、

洛
陽
城
南
に
遷

す
。
礼
な
り
。
其
の

（
處
）
は
則
ち
迩ち
か

く
華㉙
陽
に
接
し
、
紫㉚
微
を
北
極
に
依
り
、
俯
し
て
伊㉛
渚
に
臨
み
、
琇㉜
控
を
南

山
に
竒
（
倚
）
る
。
瑞
は
則
ち
仙
鶴
人
を
吊と

む
ら（
弔
）
い
、
圖
は
則
ち
神㉝
龜
地
を
占
う
。
絶㉞
漿
の
哀
子
、
痛
ま
し
き
こ
と
曽
參
よ
り
甚
だ
し
。

樹㉟
劔
の
良
朋
、
悲
み
は

札
よ
り
深
し
。
茲
の
銘
典
に
沿
い
、
以
て
泉㊱
門
に
勒き
ざ

む
。
翼つ
つ

し
み
て
金㊲
聲
を
播
き
、
永
く
玉㊳
策
に
存た
も

つ
。
其
の

詞
に
曰
く
、

　
惟
れ
德
は
天
を
動
か
し
、
遠
く
届
か
ざ
る
無
し
。
赫
々
た
る
宗㊴
唐
、
四
方
是
れ
拜
す
。
英
々
た
る
公
の
族
、
則
ち
蕃
首
と
為
る
。
聲
は

中
華
に
聞
こ
え
、
威
は
細㊵
柳
に
振
る
う
。

に
龍
庭
よ
り
、
入
り
て
鳳㊶

（
闕
）
に
侍
す
。
袵
を
削
り
紳㊷
を

き
、
辮㊸
を
解
き

を
冠
す
。

翼㊹
々
た
る
警
衛
、
亹㊺
々
び

た
る
歲
月
。
忠
懇
も
て
日
々
聞
こ
え
、
礼㊻
數
も
て
時
に
越
ゆ
。
功
は
衛㊼
霍
を
踰
え
、
績
は
韓㊽
彭
を
出
づ
。
玉㊾
門
に

擁
節
し
、
金
嶺
に
麾
旌
す
。
華
を
矜
る
を
尚
ば
ず
、
屢
々
骸㊿
骨
を
乞
う
。
謝
病
し
て
家
に
歸
し
、
星�

離
に
て

に
寡す
く

な
し
。
日
の
逗と
ど

ま
る

や
纖
隙
に
し
て
、
人
の
生
く
る
や
斯�

須
た
り
。
忽
と
し
て
過�

客
の
如
く
、
草�

隧
を
羃
歴
す
。
蕭�

瑟
た
る
風
は
泉
路
を
柏う

ち
、
一
た
び
幽�

明

を
分
か
て
ば
永
く
隔
た
ら
ん
。
名
は
天
壤
と
倶
に
す
る
を
冀
い
、
茲
の
石
に
雕
み
て
銘
策
を
勒
す
。

（
3
）
語
釈

①
「
冠
軍
大
將
軍
」　
正
三
品
の
武
散
官
。

②
「
北
勒
」　
古
代
ト
ル
コ
語bäglig

の
漢
字
音
写）4
（

。bäg

は
支
配
者
階
層
に
属
す
る
「
族
長
」
の
意
［
護
一
九
六
七
：
九
九
頁
］。-lig

は
「
─
の
資
格
が
あ
る
者
、
─
の
あ
る
者
」
を
表
す
接
尾
辞
。「
ベ
グ
の
資
格
を
持
て
し
者
、
ベ
グ
の
地
位
に
あ
る
者
」
と
解
釈
で
き

る
［cf.�Clauson1972,�p.�326a

］。

③
「
鹿
塞
」　
鹿
寨
、
鹿
砦
、
鹿
柴
。
木
の
枝
な
ど
を
立
て
て
鹿
の
角
の
よ
う
に
し
、
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
。
さ
か
も
ぎ
。
転
じ
て
、
辺
境

�

�

�

�

�

�

�
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三
二

の
要
塞
。

④
「
龍
庭
」　
北
方
遊
牧
民
族
の
王
庭
。
本
墓
誌
で
は
、
突
厥
の
王
庭
を
指
す
。
隋
煬
帝
が
突
厥
啓
民
可
汗
の
牙
帳
を
訪
れ
た
際
に
、
喜

ん
で
詠
ん
だ
詩
に
「
鹿
塞
鴻
旗
駐
、
龍
庭
翠
輦
廻
」
と
あ
る
（『
隋
書
』
巻
八
四
、
北
狄
伝
、
突
厥
：
一
八
七
五
頁
）。

⑤
「
贄
を
交
え
て
往
来
し
」　
礼
物
を
贈
り
交
わ
し
、
使
者
を
往
来
さ
せ
る
こ
と
。『
春
秋
左
氏
伝
』
成
公
、
伝
一
二
年
（
二
、
七
五
八

頁
）
に
「
交
贄
往
来
、
道
路
無
壅
」
と
あ
る
。

⑥
「
曩
の
策
に
書
さ
る
」　「
策
」
は
竹
簡
ま
た
は
竹
簡
を
綴
じ
た
竹
冊
の
こ
と
。『
春
秋
左
氏
伝
』
杜
預
「
春
秋
左
氏
伝
序
」（
一
、
二
五

頁
）
に
「
大
事
書
之
於
策
、
小
事
簡
牘
而
已
」
と
あ
り
、
史
多
の
先
祖
の
事
績
が
重
要
事
項
と
し
て
記
録
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

⑦
「
達
官
」　
突
厥
碑
文
に
見
ら
れ
るtarqan

の
漢
字
音
写
。tarqan

は
、
可
汗
の
行
政
幹
部
を
形
成
し
た
官
僚
の
こ
と
で
［
護
一
九

六
七
：
一
一
二
頁
］、「
達
干
」
と
も
書
く
。tarqan

の
語
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
て
、
漢
語
の
「
達
官
」
に
由
来
す
る
と
も
さ
れ

る
［
羽
田
一
九
三
〇
─Ｂ
：
三
三
一
頁
、
護
一
九
六
七
：
一
四
九
頁
（
註
七
六
）、
森
安
一
九
九
一
：
一
九
五
～
一
九
六
頁
］。
本
墓
誌

で
は
曾
祖
父
の
官
職
名
と
は
限
定
で
き
ず
、
あ
る
い
は
人
名
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

⑧
「
本
蕃
城
主
」　「
本
」
は
「
故も

と

の
」
の
意
。「
本
」
に
は
「
こ
の
」
の
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。「
蕃
」
は
中
国
周

辺
の
地
域
・
民
族
の
こ
と
。「
城
主
」
は
一
城
の
君
主
。「
本
」
が
「
蕃
」
に
係
る
の
か
「
城
主
」
に
係
る
の
か
こ
こ
で
は
不
明
瞭
で

あ
る
。
な
お
、「
本
蕃
」
の
用
例
と
し
て
「
執
失
善
光
墓
誌
」（
開
元
一
一
年
：
七
二
三
年
）
に
「
曾
祖
淹
、
本
蕃
頡
利
発
…
…
祖
武
、

本
蕃
頡
利
発
」
と
あ
る
［
墓
誌
所
在
は
氣
賀
澤
二
〇
〇
九
：N

o.�2838

参
照
］。

⑨
「
天
よ
り
知
を
縦
さ
れ
」　
天
に
よ
っ
て
知
恵
を
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
た
こ
と
。
生
ま
れ
も
っ
て
知
恵
が
あ
る
こ
と
。『
論
語
』
子
罕

（
一
九
五
頁
）
の
「
大
宰
問
於
子
貢
曰
、
夫
子
聖
者
與
。
何
其
多
能
也
。
子
貢
曰
、
固
天
縦
之
将
聖
。
又
多
能
也
」
を
ふ
ま
え
た
表
現
。

⑩
「
附
容
」　
附
庸
。「
容
」
は
「
庸
」
の
仮
借
。
天
子
に
直
属
せ
ず
に
大
国
に
附
属
す
る
小
国
の
こ
と
。「
庸
」
は
小
城
の
こ
と
。
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⑪
「
父
の
曰
」　
趙
［
二
〇
〇
九
］
は
「
日
」
と
す
る
。
拓
本
を
見
る
と
「
曰
」
が
よ
り
近
い
の
で
、
以
下
本
稿
で
は
「
曰
」
で
統
一
し

て
記
す
。

⑫
「
玉

に
使
い
し
、
金
塞
に
作
鎮
す
」　「
玉

」
は
玉
関
、
玉
門
関
。
唐
代
は
瓜
州
（
現
在
の
甘
粛
省
酒
泉
市
瓜
州
県
鎖
陽
城
）
の
北

に
置
か
れ
て
い
た
。「
金
塞
」
は
西
方
の
要
塞
。
金
方
は
西
方
の
こ
と
。「
作
鎮
」
は
鎮
守
す
る
こ
と
。『
文
選
』
潘
安
仁
「
為
賈
謐
作

贈
陸
機
」（
詩
篇
上
、
三
一
六
頁
）
に
「
藩
岳
作
鎮
、
輔
我
京
室
」
と
あ
る
。

⑬
「
削
袵
」　
袵
は
襟
。
左
前
の
襟
を
取
り
去
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
胡
服
を
や
め
る
こ
と
。

⑭
「
誠
款
」　
誠
実
で
い
つ
わ
り
の
な
い
さ
ま
。

⑮
「
中
郎
將
」　
中
郎
将
は
、
左
右
衛
の
親
府
な
ど
五
府
、
お
よ
び
左
右
驍
衛
・
武
衛
・
威
衛
・
領
軍
衛
な
ど
禁
軍
の
左
右
翊
中
郎
将
府

に
属
し
、
各
府
で
校
尉
以
下
の
宿
衛
す
る
者
を
統
括
す
る
（『
唐
六
典
』
巻
二
四
：
六
一
八
頁
）。
正
四
品
下
。
こ
の
他
、
唐
の
中
郎

将
に
は
、
武
散
官
の
懐
化
中
郎
将
（
正
四
品
下
）・
帰
徳
中
郎
将
（
従
四
品
下
）
も
あ
る
が
、
貞
元
一
一
年
（
七
九
五
）
の
設
置
の
た

め
、
こ
れ
に
は
あ
た
ら
な
い
（『
唐
会
要
』
巻
一
〇
〇
、
帰
降
官
位
：
二
一
三
七
頁
）。

⑯
「
丹
墀
」　
宮
殿
前
の
石
の
階
段
と
そ
れ
に
続
く
庭
の
こ
と
。
丹
砂
で
赤
く
塗
り
込
め
ら
れ
て
い
た
た
め
。

⑰
「
上
柱
國
」　
正
二
品
の
勲
官
。

⑱
「
右
領
軍
衛
中
郎
將
」　
右
領
軍
衛
の
左
右
翊
中
郎
将
府
の
中
郎
将
で
正
四
品
下
（
前
掲
語
釈
⑮
参
照
）。

⑲
「
虎
賁
」　
文
意
に
よ
り
補
う
。
虎
賁
は
周
代
に
天
子
の
警
護
を
行
う
勇
士
の
こ
と
。
漢
代
に
な
る
と
賁
虎
郎
将
と
し
て
宮
中
の
宿
衛

に
当
た
っ
た
。
勇
奮
な
さ
ま
が
猛
虎
の
走
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
う
。

⑳
「
警
め
て
皇
圖
を
翼
け
」　「
皇
図
」
は
天
子
の
版
図
、
ま
た
そ
の
王
朝
。
こ
こ
で
は
墓
主
の
史
多
が
、
禁
衛
の
警
備
と
し
て
、
唐
王
朝

に
仕
え
た
こ
と
を
示
す
。
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㉑
「
豹
韜
の
竒
籌
」　「
豹
韜
」
は
兵
法
書
『
六
韜
』
の
篇
名
。「
籌
」
は
は
か
り
ご
と
。
な
お
、
豹
韜
は
唐
の
禁
衛
の
名
（
光
宅
元
年

（
六
八
四
）
～
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
に
設
置
）
で
も
あ
る
。

㉒
「
匈

」　「

」
は
「
寇
」。「
匈
寇
」
は
悪
者
、
つ
ま
り
北
方
異
民
族
（
当
時
は
突
厥
）
が
侵
略
す
る
こ
と
。

㉓
「
丘
園
に
謝
病
し
」　「
丘
園
」
は
隠
居
の
地
。「
謝
病
」
は
病
気
を
理
由
に
君
命
を
断
っ
た
り
、
辞
職
す
る
こ
と
。

㉔
「
甘
寢
」　
安
ら
か
に
眠
る
こ
と
。

㉕
「
月
の
見
え
る
こ
と
」　「
月
」
は
臣
下
の
こ
と
。『
詩
経
』
国
風
、

風
、
日
月
（
上
、
一
二
三
頁
）
に
「
日
居
月
諸
」
と
あ
り
、
日

月
は
そ
れ
ぞ
れ
君
臣
の
意
と
も
さ
れ
る
。。
こ
こ
で
は
史
多
が
人
と
会
見
す
る
こ
と
か
。

㉖
「
谷
神
は
死
せ
ず
」　
天
地
万
物
を
生
み
だ
す
力
は
不
死
不
滅
で
あ
る
こ
と
。『
老
子
』
成
象
（
二
一
頁
）「
谷
神
不
死
、
是
謂
玄
牝
」

が
出
典
。

㉗
「
五
千
の
賢
」　
五
千
年
に
一
人
の
賢
者
。『
孟
子
』
尽
心
下
（
五
一
二
頁
）
や
『
史
記
』
巻
一
三
〇
、
太
史
公
自
序
（
三
二
九
六
頁
）

な
ど
に
は
「
五
百
年
に
し
て
聖
人
が
現
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
こ
の
「
五
百
年
」
を
誇
張
し
た
表
現
と
見
ら
れ
る
。
な
お
「
史

道
徳
墓
誌
」
に
も
同
様
の
表
現
と
し
て
「
応
五
百
之
賢
人
」
が
見
え
る
［
ソ
グ
ド
人
墓
誌
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
二
〇
一
〇
語
釈
㉙
参
照
］。

㉘
「
一
棺
の
土
」　
死
後
、
棺
に
納
め
ら
れ
た
肉
体
は
土
と
化
し
て
無
形
に
な
る
こ
と
。『
淮
南
子
』
精
神
訓
（
上
、
三
二
九
頁
）
の
「
吾

生
也
有
七
尺
之
形
、
吾
死
也
、
有
一
棺
之
土
。
吾
生
之
比
於
有
形
之
類
、
猶
吾
死
之
淪
於
無
形
之
中
也
」
を
ふ
ま
え
た
表
現
。

㉙
「
華
陽
」　
戦
国
時
代
に
魏
と
韓
の
邑
で
あ
っ
た
華
陽
を
ふ
ま
え
、
こ
こ
で
は
漢
魏
以
来
の
京
師
洛
陽
を
指
す
。

㉚
「
紫
微
を
北
極
に
依
り
」　「
北
極
」
は
北
極
星
。「
紫
微
」
は
北
極
星
を
中
心
と
し
て
北
斗
七
星
の
北
に
あ
る
一
五
の
星
の
名
。
天
帝

の
居
所
を
護
衛
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

㉛
「
伊
渚
」　
伊
水
。
熊
耳
山
の
南
麓
に
発
し
、
洛
陽
の
南
を
経
て
洛
水
に
注
ぐ
。
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㉜
「
琇
控
を
南
山
に
竒
る
」　「
琇
」
は
玉
の
よ
う
に
美
し
い
石
。「
控
」
は
ひ
か
え
、
た
く
わ
え
。「
南
山
」
は
洛
陽
の
南
の
竜
門
山
。

「
竒
」
は
「
倚
」
の
通
仮
字
。

㉝
「
神
龜
地
を
占
う
」　
亀
甲
を
用
い
て
墓
地
を
占
う
こ
と
。
卜
宅
兆
。
唐
代
の
官
僚
の
喪
葬
礼
に
つ
い
て
は
、『
大
唐
開
元
礼
』
凶
礼
に

掲
載
さ
れ
る
。
墓
誌
に
記
載
さ
れ
る
喪
葬
儀
礼
、
特
に
墓
地
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
ソ
グ
ド
人
墓
誌
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
［
二
〇
〇

九
：
一
七
八
～
一
八
〇
頁
］
に
詳
し
い
。

㉞
「
絶
漿
の
哀
子
、
痛
ま
し
き
こ
と
曽
參
よ
り
甚
だ
し
」　
子
が
親
の
死
を
悲
し
み
、
喪
に
服
す
る
様
子
。「
曽
参
」
は
曽
子
。
曽
子
が
父

の
喪
に
服
し
た
際
に
七
日
間
、
水
や
液
体
さ
え
も
口
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
故
事
（『
礼
記
』
檀
弓
上
：
上
、
九
五
～
九
六
頁
）。

㉟
「
樹
劔
の
良
朋
、
悲
み
は

札
よ
り
深
し
」　
友
の
死
を
悲
し
む
様
子
。「

札
」
は
呉
季
札
。
呉
季
札
が
亡
き
友
で
あ
る
徐
君
の
た
め

に
自
ら
の
剣
を
徐
君
の
墓
前
の
樹
木
に
掛
け
た
と
い
う
故
事
（『
史
記
』
巻
三
一
、
呉
太
伯
世
家
：
一
四
五
九
頁
）。

㊱
「
泉
門
」　
墓
の
門
。
死
後
に
行
く
地
下
世
界
（
黄
泉
）
へ
の
門
。

㊲
「
金
聲
」　
鐘
や
鉦
の
音
色
。
転
じ
て
、
よ
い
評
判
。

㊳
「
玉
策
」　
玉
で
作
っ
た
札
。
玉
冊
。
書
物
の
美
称
。

㊴
「
宗
唐
」　「
宗
」
は
お
お
も
と
、
中
心
。
こ
こ
で
は
、
唐
王
朝
が
天
下
で
従
う
べ
き
中
心
で
あ
る
こ
と
。

㊵
「
細
柳
」　
伝
説
上
の
地
名
。『
論
衡
』
説
日
（
中
、
七
五
六
頁
）
に
「
日
旦
出
扶
桑
、
暮
入
細
柳
…
…
細
柳
西
方
野
也
」
と
あ
り
、
西

方
の
太
陽
が
没
す
る
所
を
指
す
。

㊶
「
鳳

」　「

」
は
「
闕
」
の
異
体
字
。
鳳
闕
は
、
宮
城
の
門
。
鳳
門
。
両
観
の
上
に
銅
製
の
鳳
凰
を
飾
り
付
け
て
あ
る
た
め
に
い
う
。

転
じ
て
宮
城
も
指
す
。

㊷
「
紳
を

き
」　
朝
服
の
上
に
帯
を
す
る
こ
と
。「
紳
」
は
大
帯
。『
論
語
』
郷
党
（
二
二
三
頁
）
に
「
疾
、
君
視
之
、
東
首
加
朝
服
、
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紳
」
と
あ
る
。

㊸
「
辮
を
解
き

に
冠
す
」　
遊
牧
民
の
す
る
辮
髪
を
解
い
て
、
中
華
王
朝
の
冠
を
被
る
こ
と
。「
辮
」
は
辮
髪
。
髪
を
編
ん
で
後
ろ
に
垂

ら
し
た
遊
牧
民
の
髪
型
。
な
お
、『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
、
西
戎
伝
、
康
国
の
条
（
五
三
一
〇
頁
）
に
「
丈
夫
翦
髪
或
辮
髪
」
と
あ
っ

て
、
ソ
グ
ド
人
に
も
辮
髪
の
者
が
い
た
さ
れ
る
。

㊹
「
翼
々
」　
敬
い
慎
む
様
子
。『
詩
経
』
大
雅
、
大
明
（
下
、
三
四
〇
～
三
四
一
頁
）
に
「
惟
此
文
王
、
小
心
翼
翼
」
と
あ
り
、
鄭
玄
は

「
小
心
翼
翼
は
、
恭
慎
の
貌
な
り
」
と
す
る
。

㊺
「
亹
々
」　
勤
勉
で
怠
ら
な
い
こ
と
。『
詩
経
』
大
雅
、
崧
高
（
下
、
五
〇
五
頁
）
に
「
亹
亹
申
伯
、
王
纘
之
事
」
と
あ
る
。

㊻
「
礼
數
」　
身
分
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
礼
儀
、
待
遇
、
礼
節
。『
春
秋
左
氏
伝
』
荘
公
、
伝
十
八
年
（
一
、
二
〇
一
頁
）「
王
命
諸
侯
、

名
位
不
同
、
礼
亦
異
数
」
と
あ
る
。

㊼
「
衛
霍
」　
漢
武
帝
期
の
名
将
衛
青
と
霍
去
病
。
と
も
に
匈
奴
と
戦
い
勝
利
を
お
さ
め
た
。

㊽
「
韓
彭
」　
楚
漢
戦
争
期
の
名
将
韓
信
と
彭
越
。
と
も
に
楚
を
倒
す
に
あ
た
っ
て
功
績
が
あ
っ
た
。

㊾
「
玉
門
に
擁
節
し
、
金
嶺
に
麾
旌
す
」　「
玉
門
」
は
玉
門
関
。「
節
」
は
天
子
が
使
臣
に
持
た
せ
る
証
拠
。
割
符
は
軍
隊
を
動
か
す
際

の
節
。「
金
嶺
」
は
ア
ル
タ
イ
山
脈
。「
麾
旌
」
は
軍
を
指
揮
す
る
た
め
の
旗
。
な
お
、「
玉
門
」
と
「
金
嶺
」、
お
よ
び
語
釈
⑫
の

「
玉
関
」
と
「
金
塞
」
は
単
な
る
対
句
表
現
で
「
玉
門
関
」
や
「
ア
ル
タ
イ
山
脈
」
を
具
体
的
に
指
す
も
の
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ

よ
う
が
、
墓
主
が
西
域
の
人
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、「
玉
関
」「
玉
門
」
に
対
と
な
る
語
と
し
て
「
金
墀
」「
金
階
」「
金
闕
」
な
ど

西
方
と
無
関
係
な
単
語
が
選
択
さ
れ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
あ
え
て
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
西
方
の
特
定
の
地
域
を
想
定

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㊿
「
骸
骨
を
乞
う
」　
官
吏
が
辞
職
を
願
い
出
る
こ
と
。
乞き

つ

骸が
い

・
乞き
つ

身し
ん

と
も
言
う
。
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七

�
「
星
離
に
て

に
寡
な
し
」　「
星
離
」
は
星
の
よ
う
に
数
が
多
い
様
子
。
ま
た
、
分
散
し
て
い
る
様
子
。「

」
は
魚
を
捕
る
道
具
の

「
う
え
」。『
詩
経
』
小
雅
、

之
華
（
下
、
三
一
三
頁
）
に
「
三
星
在

」
と
あ
り
、

に
は
魚
が
無
く
星
が
映
る
ば
か
り
だ
と
い
う

意
。
こ
こ
で
は
、

に
魚
が
多
い
の
で
星
が
映
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
意
。

�
「
斯
須
」　
わ
ず
か
な
間
。
須
臾
に
同
じ
。『
礼
記
』
楽
記
（
中
、
五
九
八
頁
）
に
「
君
子
曰
、
礼
楽
不
可
斯
須
去
身
」
と
あ
る
。

�
「
過
客
」　
通
行
す
る
人
。
旅
人
。
旅
客
。
来
客
。
同
様
の
表
現
に
『
文
選
』
雑
詩
上
、
古
詩
十
九
首
（
詩
篇
下
、
五
五
六
頁
）「
人
生

天
地
間
、
忽
如
遠
行
客
」
が
あ
る
。

�
「
草
隧
を
羃
歴
す
」　「
隧
」
は
墓
道
。
墓
室
に
通
じ
る
斜
め
に
掘
り
下
げ
た
道
の
こ
と
。「
羃
歴
」
は
広
く
覆
い
尽
く
す
さ
ま
。

�
「
蕭
瑟
た
る
風
は
泉
路
を
柏
ち
」　「
蕭
瑟
」
は
（
秋
）
風
で
樹
木
が
揺
れ
る
音
の
形
容
。
ま
た
、
物
悲
し
い
さ
ま
。『
楚
辞
』
九
辮

（
二
八
二
頁
）「
悲
哉
秋
之
為
気
也
。
蕭
瑟
兮
、
草
木
揺
落
而
變
衰
」
と
あ
る
。「
泉
路
」
は
黄
泉
、
あ
の
世
。

�
「
幽
明
」　
深
く
暗
く
て
見
え
な
い
こ
と
と
、
露
わ
で
明
る
く
て
見
え
る
こ
と
。
暗
と
明
。
転
じ
て
、
冥
途
と
現
世
。

�
「
天
壤
」　
天
と
地
。
天
地
。
転
じ
て
、
懸
隔
の
甚
だ
し
い
喩
。
極
ま
り
な
い
喩
。
広
大
な
喩
。『
戦
国
策
』
斉
策
、
襄
王
、
燕
攻
斉
取

七
十
余
城
（
上
、
五
〇
九
頁
）
に
「
故
業
与
三
王
争
流
、
而
名
与
天
壌
相
敝
也
」
と
あ
る
。

（
4
）
現
代
語
訳

　
大
唐
の
故
冠
軍
大
将
軍
、
史
北
勒
の
墓
誌
、
お
よ
び
序

　
公
の
諱
は
多
、
字
は
北
勒
、
西
域
の
人
で
あ
る
。（
公
の
先
祖
は
）
辺
境
の
砦
を
居
所
と
し
、
代
々
突
厥
の
王
庭
で
高
貴
な
身
分
で
あ

っ
た
。
礼
物
を
贈
り
交
わ
し
て
使
者
を
往
来
さ
せ
、
竹
冊
に
記
録
さ
れ
た
。
公
は
そ
の
後
裔
で
あ
る
。
曾
祖
父
の
達
官
は
、
も
と
の
蕃
域

の
城
主
で
あ
っ
た
。
天
か
ら
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
恵
を
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
、
こ
の
う
え
な
く
聡
明
で
物
事
を
知
っ
て
い
た
。
記
録



唐
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
と
ソ
グ
ド
系
武
人
（
福
島
）�

三
八

「史多墓誌」拓本：本拓本写真は、科学研究費補助金基盤研究（B）「ソ
グド人の東方活動に関する基礎的研究」（研究代表：森部豊、関西大学文
学部教授）二〇〇九年度の調査にて洛陽を訪れた際、趙振華氏より譲り受
けたものである。

「史多墓誌」関係年表

王
朝西暦 年号 事がら 史多の

年齢

隋

609 大業 5 4 月 伊吾、隋に遣使。
6 月 伊吾の吐屯設等が西域の数千里の地を隋に献上。 ─

610 大業 6 隋、薛世雄を伊吾に遠征させる。
隋、伊吾郡を設置。 ─

618 大業 14 隋の煬帝が殺される。李淵（高祖）、唐を建国。 0

唐

武徳 1 史多、誕生。

630 貞観 4 3 月 頡利可汗が捕えられて東突厥が崩壊。
9 月 伊吾の石萬年ら7 城の城主が唐に来朝して帰属。史多、

中郎将
　↓
冠軍大将軍・上柱
国・右領軍衛中郎将

13

640 貞観 14 唐、麹氏高昌国を滅ぼす。 22
648 貞観 22 唐、亀茲を征服。 30
657 顕慶 2 唐、阿史那賀魯の乱を鎮圧。 39
658 顕慶 3 唐、康居都督府を設置。 40
718 開元 6 史多、死亡。 101
719 開元 7 史多、洛陽城の南に葬られる。 ─
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三
九

に
頼
る
こ
と
な
く
、
現
在
と
過
去
の
あ
ら
ゆ
る
事
を
諳
ん
じ
て
い
た
。
自
分
の
小
城
を
率
い
て
、
遠
方
の
天
子
の
徳
を
仰
ぎ
敬
っ
た
。
祖

父
の
昧
は
、
そ
の
父
の
後
を
継
ぎ
、
節
操
が
固
い
さ
ま
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
父
の
曰
は
、
早
く
に
玉
門
関
に
使
い
に
出
て
、
西
方
の
塞

を
鎮
守
し
た
。
そ
う
し
て
礼
節
を
以
て
長
子
を
派
遣
し
、
胡
服
を
改
め
て
来
庭
さ
せ
た
。
こ
れ
こ
そ
公
の
こ
と
で
あ
る
。

　
公
は
唐
に
至
り
、
皇
帝
か
ら
誠
の
心
を
褒
め
称
え
ら
れ
、
特
に
中
郎
将
の
官
を
授
け
ら
れ
た
。
公
は
自
ら
皇
帝
の
側
に
仕
え
、
長
い
年

月
を
経
た
が
、
些
細
な
過
ち
も
な
く
、
評
判
は
日
に
日
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
冠
軍
大
将
軍
を
加
え
ら
れ
、
位
を

上
柱
国
に
進
め
ら
れ
、
右
領
軍
中
郎
将
の
職
に
転
じ
た
。
勇
猛
な
宮
中
衛
兵
を
従
え
、
つ
つ
し
ん
で
皇
帝
の
計
略
を
助
け
、
豹
韜
の
ご
と

き
奇
策
を
用
い
て
、
凶
悪
な
賊
を
こ
と
ご
と
く
挫
い
た
。
公
は
、
平
素
か
ら
分
相
応
な
程
度
を
わ
き
ま
え
、
華
美
を
誇
る
こ
と
を
良
し
と

は
せ
ず
、
病
と
称
し
て
隠
居
し
、
私
邸
で
安
ら
か
な
生
活
を
送
っ
た
。
一
年
に
史
多
が
人
と
会
う
の
は
二
三
回
の
み
で
あ
っ
た
。
万
物
を

生
み
出
す
力
は
不
滅
で
あ
り
、
五
千
年
に
一
人
の
賢
者
を
世
に
遣
わ
す
が
、
や
が
て
は
そ
の
聖
人
も
天
に
帰
し
、
一
塊
の
土
と
化
し
て
し

ま
う
も
の
で
あ
る
。
公
は
開
元
六
年
（
七
一
八
）
十
月
二
六
日
に
郷
里
の
邸
宅
で
亡
く
な
っ
た
。
享
年
一
〇
一
で
あ
っ
た
。
開
元
七
年

（
七
一
九
）
四
月
十
五
日
に
洛
陽
城
の
南
に
埋
葬
し
た
。
礼
に
適
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
墓
地
は
、
洛
陽
に
近
く
、
天
子
の
居
処
の
側
に
位
置
し
、
伊
水
を
臨
み
、
優
れ
た
美
石
を
蓄
え
る
南
山
の
傍
に
あ
る
。
鶴
に
乗
っ

た
仙
人
が
弔
い
に
訪
れ
る
と
い
う
瑞
兆
が
現
れ
、
神
亀
で
占
う
こ
と
で
墓
地
が
示
さ
れ
た
。
遺
さ
れ
た
子
が
喪
に
服
し
て
哀
し
む
様
子
は
、

親
孝
行
で
知
ら
れ
る
か
の
曽
参
に
も
勝
る
も
の
で
あ
り
、
良
き
友
が
墓
前
で
悲
し
む
様
子
は
、
友
人
思
い
で
知
ら
れ
る
か
の
呉
季
札
を
も

凌
ぐ
も
の
で
あ
る
。
功
績
を
記
録
し
た
文
献
を
も
と
に
、
こ
こ
に
墓
門
に
刻
む
。
崇
敬
し
て
立
派
な
功
績
を
広
め
、
永
く
こ
の
石
に
刻
み

残
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
に
詞
を
作
っ
た
。

　
徳
の
力
は
天
を
も
動
か
し
、
遠
く
ま
で
及
ば
な
い
こ
と
は
な
い
。
明
ら
か
な
中
心
で
あ
る
唐
は
、
四
方
か
ら
拝
さ
れ
、
優
れ
た
公
の
一

族
は
、
異
民
族
の
首
領
と
な
っ
た
。
そ
の
名
声
は
中
国
に
ま
で
聞
こ
え
、
そ
の
権
威
は
西
方
で
振
る
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
突
厥
の
王
庭
よ
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り
、
中
華
の
宮
城
に
仕
え
、
衿
を
整
え
帯
を
締
め
、
辮
髪
を
解
い
て
冠
を
被
る
。
謹
ん
で
禁
衛
で
の
警
護
を
行
い
、
日
々
飽
き
る
こ
と
な

く
つ
と
め
た
。
そ
の
忠
義
の
様
は
常
々
世
に
聞
こ
え
、
そ
の
礼
節
の
様
は
時
に
丁
重
す
ぎ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
偉
功
は
か
の
衛
青
・

霍
去
病
を
超
え
、
そ
の
業
績
は
か
の
韓
信
・
彭
越
に
抜
き
ん
で
て
い
た
。
玉
門
関
で
軍
の
指
揮
を
振
る
い
、
ア
ル
タ
イ
山
で
軍
旗
を
率
い

た
。
公
は
、
華
か
さ
を
尚
ば
ず
、
屢
々
辞
職
を
願
い
出
て
、
つ
い
に
病
気
を
理
由
に
隠
居
し
、
家
で
は
豊
か
に
暮
ら
し
た
。
日
が
出
て
い

る
の
は
少
し
の
間
で
、
人
が
こ
の
世
に
い
る
の
は
僅
か
に
す
ぎ
な
い
。
日
月
は
旅
人
の
よ
う
に
速
や
か
に
過
ぎ
去
り
、
墓
道
は
覆
い
隠
さ

れ
た
。
も
の
悲
し
く
風
に
吹
か
れ
た
柏
の
音
が
響
く
黄
泉
、
一
度
、
冥
途
と
現
世
が
分
か
れ
れ
ば
、
永
い
間
隔
た
る
の
で
あ
る
。
名
を
天

地
に
そ
ろ
っ
て
伝
わ
る
こ
と
を
願
い
、
こ
の
石
を
雕
り
銘
を
策
に
勒
す
。

（
5
）
墓
誌
文
の
構
成
と
墓
主
の
生
涯

　
本
墓
誌
の
構
成
は
、
誌
題
（
一
行
）、
誌
序
（
二
～
一
六
行
）、
銘
（
一
六
～
二
二
行
）
と
な
る
。
銘
は
、
四
章
立
て
で
、
唐
帝
国
の
偉

大
さ
と
墓
主
一
族
の
隆
盛
の
様
（
第
一
銘
：
威
振
細
柳
ま
で
）、
墓
主
の
唐
へ
の
帰
属
と
出
仕
（
第
二
銘
：
礼
数
時
越
ま
で
）、
墓
主
の
功

績
と
引
退
（
第
三
銘
：
星
離
寡

ま
で
）、
墓
主
の
死
と
埋
葬
の
様
子
（
第
四
銘
）
か
ら
な
る
。
誌
序
に
は
、（
1
）
発
辞
（
三
行
「
曩

策
」
ま
で
）、（
2
）
先
祖
の
記
述
（
六
行
「
来
庭
」
ま
で
）、（
3
）
墓
主
の
事
績
（
一
〇
行
「
甘
寝
」
ま
で
）、（
4
）
墓
主
の
死
去
（
一

三
行
「
礼
也
」
ま
で
）、（
5
）
子
や
友
人
の
悲
哀
、
か
ら
成
る
。
墓
主
の
史
多
は
、
開
元
六
年
（
七
一
八
）
に
一
〇
一
才
で
死
亡
し
て
い

る
の
で
、
煬
帝
が
殺
さ
れ
、
唐
の
高
祖
が
即
位
し
た
六
一
八
年
（
大
業
一
四
年
・
武
徳
元
年
）
に
生
ま
れ
た
こ
と
と
な
り
、
高
祖
か
ら
玄

宗
に
か
け
て
、
初
唐
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
を
生
き
た
人
物
で
あ
っ
た
。
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二
、
史
多
一
族
の
中
華
王
朝
へ
の
帰
属
に
つ
い
て

（
1
）「
史
多
墓
誌
」
の
問
題
点

　
本
稿
で
主
に
考
察
す
る
史
多
一
族
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、
本
墓
誌
の
二
～
六
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
墓
誌
の
情
報
だ
け
で
は

曖
昧
な
点
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を
解
釈
す
る
に
は
在
来
史
料
な
ど
を
も
と
に
補
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
は
、
こ
の
一
族
の
帰
属

に
つ
い
て
、
墓
誌
文
の
内
容
と
趙
［
二
〇
〇
九
：
八
〇
～
八
一
頁
］
の
考
え
と
を
簡
略
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
趙
氏
が
解
釈
の
た
め
に

補
っ
た
部
分
を
〔
　
〕
で
示
し
た
。

①
曾
祖
父
の
達
官
は
、
城
主
で
あ
り
、〔
遅
く
と
も
隋
代
に
史
国
王
の
狄
遮
に
追
随
し
て
〕
そ
の
城
を
率
い
皇
帝
の
徳
を
敬
っ
て
中
国

と
通
じ
た
。

②
祖
父
の
史
昧
は
、
城
主
を
世
襲
し
、
中
国
と
の
友
好
関
係
を
保
持
し
た
。

③
父
の
史
曰
は
、〔
そ
の
父
の
昧
に
よ
っ
て
中
国
よ
り
唐
に
派
遣
さ
れ
、
人
質
と
し
て
長
安
に
入
り
、
異
国
の
政
治
制
度
を
学
び
、
儒

家
文
化
の
薫
陶
を
受
け
、
信
任
を
得
て
、
能
力
を
備
え
た
後
に
〕
玉
門
関
に
派
遣
さ
れ
、
金
塞
を
鎮
守
し
た
。

④
墓
主
の
史
多
は
、〔
お
そ
ら
く
父
と
共
に
強
大
な
軍
隊
が
守
る
玉
門
関
に
住
み
、
第
二
代
目
の
人
質
と
し
て
〕
父
に
よ
っ
て
唐
の
都

に
送
ら
れ
た
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
趙
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
史
多
が
七
一
八
年
に
一
〇
一
才
で
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
曾
祖
父
が
中
国

に
通
じ
た
の
は
、
隋
の
煬
帝
期
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
趙
氏
は
、
曾
祖
父
が
史
国
王
の
狄
遮
に
追
随
し
て
隋
と
通
じ
た

と
す
る
が
、
こ
れ
は
『
新
唐
書
』
西
域
伝
に
「
隋
煬
帝
の
大
業
中
に
史
国
の
君
主
の
狄
遮
が
初
め
て
中
国
に
通
じ
た）5
（

」
と
い
う
記
事
が
あ
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る
た
め
で
あ
る
。
③
で
は
、
趙
氏
は
父
の
史
曰
が
史
国
か
ら
の
質
子
と
し
て
唐
に
派
遣
さ
れ
、
玉
門
関
・
金
塞
で
唐
の
武
官
と
し
て
そ
の

任
に
就
い
た
と
す
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
④
で
は
、
史
多
は
質
子
の
二
世
代
目
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
父
が
鎮
守
す
る
玉
門
関
で
生
ま
れ
育

っ
た
と
解
釈
し
た
。
以
上
の
解
釈
に
は
、
特
に
③
④
の
よ
う
に
解
釈
す
る
に
は
、
次
の
疑
問
点
が
残
さ
れ
る
。

　
第
一
は
、
父
の
史
曰
の
来
朝
に
つ
い
て
で
あ
る
。
趙
氏
の
主
張
の
よ
う
に
史
曰
が
唐
へ
の
質
子
で
あ
れ
ば
、
朝
貢
の
際
に
来
朝
し
た
可

能
性
が
最
も
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
史
国
の
朝
貢
は
、
唐
の
建
国
以
後
、
貞
観
一
六
年
（
六
四
二
）
正
月
（
史
多
二
四
才）6
（

）

が
初
め
て
で
、
当
時
の
史
曰
の
年
齢
は
五
〇
前
後
だ
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
後
に
唐
の
政
治
・
文
化
を
習
得
し
て
任
官
さ
れ
玉
門
関

に
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
高
年
齢
す
ぎ
る
。
唐
の
建
国
後
間
も
な
く
朝
貢
使
節
と
関
係
な
く
派
遣
さ
れ
た
と
も
推
測
で
き
よ
う
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
史
曰
が
入
朝
し
た
で
あ
ろ
う
契
機
を
史
書
中
か
ら
見
つ
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
趙
氏
が
推
測
す
る
よ
う
に

史
曰
が
唐
の
重
要
な
任
務
を
負
っ
て
玉
門
関
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
官
職
名
が
息
子
の
「
史
多
墓
誌
」
に
記
載
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
ろ
う
が
、
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
も
不
自
然
で
あ
る
。

　
第
二
は
、「
史
多
墓
誌
」
の
「
代
々
龍
庭
に
貴
た
り
」（
二
行
目
）
と
の
「
粤
に
龍
庭
よ
り
入
り
て
鳳
闕
に
侍
す
」（
一
七
～
一
八
行
目
）

の
表
現
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
龍
庭
」
と
は
一
般
に
「
遊
牧
民
族
の
王
庭
」
を
意
味
し
、
当
時
の
場
合
は
突
厥
を
指
す
（
語
釈
④
）。
た
だ

し
、
趙
氏
は
、
史
多
の
一
族
を
史
国
出
身
と
見
て
い
る
の
で
「
龍
庭
」
＝
「
史
国
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
第
三
は
、
史
多
が
入
朝
す
る
際
に
「
削
袵
」（
五
・
一
八
行
目
）・「
解
辮
」（
一
八
行
目
）
し
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
語
釈
⑬

㊸
に
記
し
た
よ
う
に
「
削
袵
」
は
左
前
の
襟
を
取
り
去
る
、
つ
ま
り
胡
服
を
や
め
る
こ
と
、「
解
辮
」
は
辮
髪
を
解
く
こ
と
で
あ
る
。「
削

袵
」
と
「
解
辮
」
の
他
の
用
例
を
見
て
み
れ
ば
、
開
皇
五
年
（
五
八
五
）
に
突
厥
・
沙
鉢
略
可
汗
が
隋
・
高
祖
に
臣
従
し
た
際
に
送
っ
た

文
書）7
（

に
「
削
袵
解
辮
」
と
「
革
音
従
律
」（
民
族
音
楽
を
廃
止
し
て
中
国
音
楽
を
導
入
す
る
こ
と
）
は
未
だ
に
改
め
ら
れ
な
い
、
つ
ま
り
、

そ
れ
だ
け
は
免
じ
て
ほ
し
い
と
申
し
出
て
い
る
。
ま
た
、
大
業
八
年
（
六
一
二
）
に
高
昌
の
麹
伯
雅
が
隋
か
ら
帰
国
し
た
時
の
こ
と
と
し
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て
、
高
昌
の
庶
人
以
上
に
「
削
袵
解
辮
」
を
命
じ
た
と
い
う）8
（

。
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
る
ソ
グ
ド
人
の
墓
誌
に
は
「
削
袵
」
の
表
現
は
見
ら

れ
ず
、「
解
辮
」
に
つ
い
て
は
「
阿
史
那
氏
妻
安
氏
墓
誌
」（
開
元
二
一
年
：
七
三
三
年
）
の
「
廻
首
請
帰
于
声
教
、
解
辮
願
章
于
冕
服
者
、

所
従
来
久
矣
（
首
を
廻
ら
せ
声
教
（
＝
天
子
の
教
え
）
に
帰
せ
ん
こ
と
を
請
い
、
辮
を
解
き
冕
服
（
＝
礼
装
用
の
冠
と
服
）
を
章あ

き

ら
か
に

せ
ん
こ
と
を
願
い
、
従
い
来
た
る
と
こ
ろ
久
し
）」
に
「
解
辮
」
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
阿
史
那
氏
妻
の
安
氏
は
、
東
突
厥
の
崩

壊
に
よ
っ
て
唐
に
帰
附
し
た
ソ
グ
ド
人
で
、
六
胡
州）9
（

の
一
つ
で
あ
る
魯
州
の
刺
史
を
代
々
担
当
し
た
家
の
出
で
あ
る
［
石
川
二
〇
一
一
：

四
一
～
四
五
頁
］。
テ
ュ
ル
ク
人
の
墓
誌
に
は
い
く
つ
か
用
例
が
あ
る
。「
阿
史
那

伽
特
勤
墓
誌
」（
開
元
一
二
年
：
七
二
四
年
）
に
は
、

墓
主
の
生
涯
を
振
り
返
る
部
分
で
、
唐
に
帰
附
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
「
金
章
解
辮
而
飾
腰
、
紫

削
袵
而
加
体
（
金
章
は
辮
を
解
き

て
腰
に
飾
り
、
紫

は
袵
を
削
し
て
体
に
加
う
）」
と
し
て
い
る
［
石
見
一
九
九
二
］。
ま
た
「
契
苾
李
中
郎
墓
誌
」（
天
宝
三
年
：
七
四

四
年
）
に
も
唐
へ
の
帰
附
を
「
解
其
左
袵
、
万
里
入
臣
（
其
の
左
袵
を
解
き
、
万
里
も
て
入
臣
す
）」
と
記
し
て
い
る
［
石
見
一
九
九
〇
］。

以
上
の
よ
う
に
「
削
袵
解
辮
」
し
て
入
朝
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
ら
の
習
俗
を
漢
風
に
改
め
て
唐
へ
の
服
従
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
趙
氏
の
解
釈
に
従
え
ば
、
史
多
は
そ
の
父
の
史
曰
が
職
務
に
あ
た
っ
て
い
た
玉
門
関
（
こ
れ
は
唐
の
内
側
）
で
生
ま
れ
育
っ

た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
彼
が
「
削
袵
解
辮
」
し
た
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
史
多
が
「
削
袵
解
辮
」
し
た
と
い
う
の
は
、
彼
の
代
で
初

め
て
唐
に
入
朝
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
疑
問
が
生
ず
る
の
は
、
史
多
を
史
国
出
身
の
質
子
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
史
多
一
族
が
代
々
城
主
を
務
め
た
と
い
う
そ

の
城
が
「
史
国
」
に
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
そ
の
城
を
仮
に
「
蕃
城
」

と
呼
び
、
そ
の
所
在
を
探
っ
て
み
た
い
。
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（
2
）「
蕃
城
」
の
所
在

　
ま
ず
「
史
多
墓
誌
」
の
曾
祖
父
か
ら
史
多
ま
で
の
記
事
を
再
度
見
て
み
た
い
。
城
主
を
務
め
た
曾
祖
父
の
達
官
は
「
率
彼
附
容
、
遠
欽

皇
化
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
城
を
率
い
て
当
時
の
中
国
皇
帝
（
＝
隋
煬
帝
：
大
業
年
間
（
六
〇
五
～
六
一
八
））
を
敬
慕
し
た
。
祖
父
の
昧

は
「
嫡
襲
、
不
墜
忠
貞
」
と
あ
り
、
そ
の
城
主
の
地
位
と
中
華
王
朝
へ
の
忠
貞
の
態
度
を
継
承
し
た
。
父
の
曰
に
つ
い
て
は
「
夙
使
玉
関
、

作
鎮
金
塞
」
と
あ
る
だ
け
で
、
玉
門
関
に
派
遣
さ
れ
、
金
塞
で
鎮
守
し
た
が
、
そ
の
目
的
・
経
路
・
時
期
は
不
詳
で
あ
る
。
そ
し
て
、
墓

主
の
史
多
は
「
削
袵
」「
解
辮
」
し
て
唐
に
入
朝
し
た
。
そ
の
時
期
は
、
史
多
の
年
齢
や
唐
入
朝
後
の
官
歴
か
ら
貞
観
年
間
中
（
六
二
七

～
六
四
九
年
：
史
多
九
～
三
一
才
）
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
か
ら
、
ま
ず
史
氏
一
族
は
、
曾
祖
父
の
達
官
の
時
（
隋
煬
帝
大
業
年
間
）
と
史
多
の
時
（
唐
太
宗
貞
観
年
間
）
と
の
少
な
く
と
も

二
度
に
渡
っ
て
中
華
王
朝
へ
の
服
従
の
意
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
祖
父
が
曾
祖
父
の
跡
を
継
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、

曾
祖
父
の
代
に
隋
に
服
従
し
た
と
は
い
え
、
中
国
内
地
に
移
住
し
た
の
で
は
な
く
「
蕃
城
」
に
住
み
続
け
て
お
り
、
完
全
な
帰
属
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
史
多
が
「
削
袵
」「
解
辮
」
し
て
（
＝
蕃
域
で
の
風
習
を
改
め
て
）
入
朝
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、

唐
の
長
安
に
移
住
し
そ
こ
で
死
亡
し
た
完
全
な
帰
属
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
服
従
の
度
合
い
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
史
多
墓
誌
」
の
記
載
に
合
致
す
る
も
の
は
な
い
か
と
考
え
て
み
れ
ば
、「
蕃
城
」
の
所
在
と
し
て
比
定
し
う
る
場
所
を

見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
天
山
山
脈
の
東
端
、
カ
ル
リ
ク
山
の
南
麓
に
位
置
す
る
伊
吾
（
現
在
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
哈ハ

蜜ミ

）
で
あ
る
。

　
伊
吾
が
、
隋
～
唐
に
か
け
て
イ
ラ
ン
系
商
胡
の
群
れ
る
植
民
地
、
つ
ま
り
ソ
グ
ド
人
の
植
民
聚
落
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
羽
田
［
一
九
三

〇
─Ａ
］・
松
田
［
一
九
六
一
］
に
よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
本
墓
誌
に
関
係
す
る
隋
の
大
業
年
間
か
ら
唐
の
貞



唐
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
と
ソ
グ
ド
系
武
人
（
福
島
）�

四
五

観
年
間
に
か
け
て
の
伊
吾
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
伊
吾
は
、
大
業
初
年
か
ら
数
年
間
は
、
西
隣
の
高
昌
・
焉
耆
と
と
も
に
、
貧
汗
山
の
北
に
拠
点
を
構
え
た
鉄
勒
の
契
苾
部
の
易え

き

勿こ
つ

真じ
ん

莫ば
く

何が

可
汗
に
従
っ
て
い
た）₁₀
（

。
大
業
五
年
（
六
〇
九
）
四
月
に
な
る
と
、
伊
吾
は
隋
に
遣
使
し
、
六
月
に
は
「
伊
吾
の
吐
屯
設
等
が
西
域
の
数

千
里
の
地
を
献
じ
た
」
と
さ
れ
る）₁₁
（

。
松
田
［
一
九
六
一
：
四
五
四
～
四
五
五
頁
］
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
は
裴
矩
に
多
大
な
商
利
に
よ
る
勧

誘
が
背
景
に
あ
っ
て）₁₂
（

、
こ
の
伊
吾
の
献
地
は
、
中
国
と
外
国
と
の
交
渉
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
“
奉
図
”（
地
図
の
献
上
）
に
過

ぎ
な
い
と
す
る
。

　
大
業
六
年
（
六
一
〇
）
に
な
る
と
、「
沙
州
・
伊
州
地
志
」
残
巻
（
敦
煌
文
書S.�367

）
伊
州
の
条
に
「
於
城
東
買
地
置
伊
吾
郡
（
城

東
に
地
を
買
い
て
伊
吾
郡
を
置
く
）」
と
見
え
る
。
松
田
［
一
九
六
一
：
四
五
四
頁
］
は
、
こ
の
伊
吾
郡
の
設
置
は
、
隋
に
よ
っ
て
玉
門

道
行
軍
大
将
に
任
じ
ら
れ
た
薛
世
雄
に
よ
る
伊
吾
遠
征）₁₃
（

の
結
果
だ
と
し
て
い
る
。
伊
吾
の
人
々
は
、
薛
世
雄
の
伊
吾
遠
征
軍
が
伊
吾
ま
で

は
到
達
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
、
そ
の
軍
に
備
え
な
か
っ
た
が
、
す
で
に
沙
磧
を
渡
っ
た
と
聞
い
て
、
こ
れ
を
大
い
に
懼
れ
て
降
伏
し
た
と

い
う
。
つ
ま
り
、
伊
吾
は
こ
こ
で
隋
に
完
全
に
帰
属
し
た
こ
と
と
な
る
。

　
そ
の
後
の
伊
吾
は
「
沙
州
・
伊
州
地
志
」
残
巻
に
「
隋
乱
復
没
於
胡
（
隋
が
乱
れ
て
復
た
胡
に
没
せ
り）₁₄
（

）」
と
あ
る
よ
う
に
、
隋
末
の

騒
乱
に
よ
っ
て
、
中
華
王
朝
に
よ
る
支
配
が
及
ば
な
く
な
り
、「
胡
人
」
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
こ
こ
に
は

「
復
た
」
と
あ
る
の
で
「
胡
人
」
に
よ
る
統
治
は
、
隋
大
業
中
に
伊
吾
が
隋
に
帰
属
す
る
以
前
か
ら
あ
っ
た
。

　
唐
の
貞
観
四
年
（
六
三
〇
）
に
伊
吾
は
唐
に
降
り
、
唐
は
そ
こ
に
西
伊
州
を
置
い
た
。
伊
吾
の
投
降
に
つ
い
て
各
史
料
は
以
下
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

　「
沙
州
・
伊
州
地
志
」
残
巻
（
敦
煌
文
書S.�367

）
伊
州
の
条

　
　
　
貞
観
四
年
、
首
領
石
萬
年
、
率
七
城
来
降
（
貞
観
四
年
、
首
領
の
石
萬
年
、
七
城
を
率
い
て
来
降
す
）



唐
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
と
ソ
グ
ド
系
武
人
（
福
島
）�

四
六

　『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
四
〇
、
隴
右
道
下
、
伊
州
の
条
（
一
〇
二
九
頁
）

　
　
　
貞
観
四
年
、
胡
等
慕
化
内
附
（
貞
観
四
年
、
胡
等
化
を
慕
い
内
附
す
）

　『
冊
府
元
亀
』
巻
九
九
九
、
外
臣
部
、
入
覲
（
一
一
五
五
五
頁
）

　
　（
貞
観
）
四
年
九
月
伊
吾
城
主
来
朝
（（
貞
観
）
四
年
九
月
、
伊
吾
の
城
主
来
朝
す
）

　
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
こ
の
時
に
唐
に
降
っ
た
伊
吾
の
城
主
は
石
萬
年
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
彼
は
石
姓
の
胡
人
で
あ
る
の
で
ソ
グ

ド
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
伊
吾
が
ソ
グ
ド
人
の
植
民
聚
落
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
上
述
の
隋
代
の
記
事
に
「
胡
人
」
と
示
さ
れ
た

の
は
ソ
グ
ド
人
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、
伊
吾
の
ソ
グ
ド
人
の
植
民
聚
落
は
、『
新
唐
書
』
突
厥
伝
に
「
伊
吾
城
の
長
は
素
よ
り
突
厥
に
臣

た
り）₁₅
（

」
と
示
す
よ
う
に
突
厥
（
西
突
厥
）
の
配
下
に
あ
り）₁₆
（

、
さ
ら
に
『
新
唐
書
』
西
域
伝
下
に
「
頡
利
滅
す
る
や
、
七
城
を
挙
げ
て
降

る
）
₁₇
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
石
萬
年
の
来
降
は
三
月
に
頡
利
可
汗
が
唐
に
捕
ら
え
ら
れ
東
突
厥
が
崩
壊
し
た
こ
と
が
契
機
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
）
₁₈
（

。
　
な
お
、
こ
の
伊
吾
の
帰
属
を
皮
切
り
に
、
唐
は
麹
氏
高
昌
国
を
滅
ぼ
し
（
貞
観
一
四
年
：
六
四
〇
年
）、
亀
茲
を
征
服
（
貞
観
二
二

年
：
六
四
八
年
）、
阿
史
那
賀
魯
の
乱
を
鎮
圧
（
顕
慶
二
年
：
六
五
七
年
）、
康
居
都
督
府
を
設
置
（
顕
慶
三
年
：
六
五
八
年
）
し
て
、
中

央
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
を
果
た
し
て
い
く
。
ソ
グ
ド
人
聚
落
伊
吾
の
帰
属
は
、
唐
に
と
っ
て
は
そ
れ
以
後
の
対
中
央
ア
ジ
ア
政
策
を
決
定
づ

け
る
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
が
、
唐
と
境
を
接
す
る
伊
吾
の
ソ
グ
ド
人
に
と
っ
て
は
さ
ら
に
生
死
を
か
け
た
重
要
な
選
択
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
伊
吾
と
隋
唐
の
関
係
を
念
頭
に
置
く
と
、
先
述
し
た
「
史
多
墓
誌
」
に
見
ら
れ
る
二
度
の
中
華
王
朝
へ
の
服
従
は
以
下

の
事
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。
曾
祖
父
の
達
官
の
「
率
彼
附
容
、
遠
欽
皇
化
」
は
、
大
業
四
年
の
遣
使
か
ら
六
年
の
伊
吾
郡

の
設
置
、
す
な
わ
ち
伊
吾
が
隋
へ
帰
属
す
る
一
連
の
出
来
事
を
指
し
て
お
り
、
ま
た
、
史
多
が
唐
に
至
っ
た
の
は
、
貞
観
四
年
（
六
三
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〇
）
の
石
萬
年
以
下
七
城
の
城
主
が
唐
に
降
っ
た
際
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
史
多
の
一
族
を
伊
吾
の
ソ
グ
ド
人
だ
と
考
え
る
と
、
先
述
の
疑
問
点
が
す
べ
て
氷
解
す
る
。
ま
ず
、
父
の
史
曰
が
玉
門
関

に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
唐
の
中
央
か
ら
で
は
な
く
伊
吾
か
ら
の
派
遣
だ
と
理
解
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
史
曰
を
質
子
と
見
る
必
要
が
な
く
な

り
、「
史
多
墓
誌
」
に
官
職
名
が
不
記
載
な
点
も
何
ら
不
自
然
で
は
な
く
な
る
。
当
時
の
玉
門
関
は
瓜
州
の
北
に
あ
り
、
伊
吾
の
ソ
グ
ド

人
が
唐
に
帰
属
し
た
六
三
〇
年
の
前
年
に
玄
奘
が
瓜
州
か
ら
伊
吾
に
至
っ
て
い
る
。『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
に
は
、
当
時
、
瓜
州
か

ら
伊
吾
へ
は
、
玉
門
関
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
莫
賀
延
磧
道
」
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
も
多
く
の
ソ
グ
ド
人
が

往
来
す
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る）₁₉
（

。
史
多
一
族
が
伊
吾
の
ソ
グ
ド
人
だ
と
考
え
れ
ば
、
父
の
史
曰
の
記
事
「
夙
使
玉
関
、
作
鎮
金
塞
」
は
、

こ
の
「
莫
賀
延
磧
道
」
を
使
っ
て
玉
門
関
に
派
遣
さ
れ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
石
萬
年
が
伊
吾
の
七
城
を
率
い
て
唐
に

降
っ
た
時
、
史
多
が
唐
に
入
朝
し
た
時
に
も
こ
の
道
が
使
わ
れ
た
と
想
定
で
き
よ
う
。
ま
た
「
龍
庭
」
を
無
理
に
「
史
国
」
と
解
釈
す
る

必
要
は
な
く
な
り
、
突
厥
の
支
配
下
か
ら
の
投
降
で
あ
れ
ば
ま
さ
に
「
削
袵
」「
解
辮
」
し
て
服
従
を
示
さ
な
く
て
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
解
決
す
る
の
は
こ
れ
ら
の
疑
問
点
だ
け
で
は
な
い
。
史
多
が
唐
へ
の
帰
属
後
に
得
た
中
郎
将
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
自
然
と
理
解

で
き
よ
う
。
中
郎
将
は
、
語
釈
⑮
に
記
し
た
よ
う
に
、
左
右
衛
・
左
右
驍
衛
な
ど
禁
軍
の
各
府
で
校
尉
以
下
の
宿
衛
を
統
括
す
る
者
の
こ

と
で
あ
る
。『
貞
観
政
要
』
巻
九
、
議
安
辺
（
五
〇
三
頁）₂₀
（

）
に
は
、
東
突
厥
の
崩
壊
後
の
中
郎
将
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た

と
す
る
。

自
突
厥
頡
利
破
後
、
諸
部
落
首
領
来
降
者
、
皆
拝
将
軍
・
中
郎
将
、
布
列
朝
廷
、
五
品
以
上
百
余
人
、
殆
与
朝
士
相
半
。（
突
厥
の

頡
利
破
れ
し
よ
り
後
、
諸
部
落
の
首
領
の
来
降
す
る
者
は
、
皆
、
将
軍
・
中
郎
将
に
拝
せ
ら
れ
、
朝
廷
に
布
列
し
、
五
品
以
上
は
百

余
人
、
殆
ど
朝
士
と
相
半
す
。）

　
突
厥
か
ら
唐
に
降
っ
た
首
領
は
、
そ
の
者
が
率
い
る
聚
落
の
大
き
さ
や
部
衆
の
数
な
ど
に
応
じ
て
、
将
軍
や
中
郎
将
な
ど
禁
軍
の
官
職



唐
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
と
ソ
グ
ド
系
武
人
（
福
島
）�

四
八

が
与
え
ら
れ
た
。
史
多
の
曾
祖
父
・
祖
父
は
「
城
主
」
を
務
め
て
お
り
、
そ
し
て
曾
祖
父
は
「
達
官
（
タ
ル
カ
ン
）」
と
記
さ
れ
（
語
釈

⑦
）、
さ
ら
に
史
多
の
字
は
、
古
代
ト
ル
コ
語
で
「
ベ
グ
（
族
長
）
の
地
位
に
あ
る
者
」
を
意
味
す
る
「
北
勒
」
で
あ
っ
た
（
語
釈
②
）。

こ
れ
ら
は
、
史
多
一
族
が
聚
落
あ
る
い
は
武
衆
を
統
括
す
る
い
わ
ゆ
る
「
首
領
」
を
代
々
務
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
家
柄
の
史
多
が
中
郎
将
に
任
命
さ
れ
る
の
は
、
然
る
べ
き
待
遇
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る）₂₁
（

。

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
史
料
か
ら
は
史
氏
一
族
が
代
々
城
主
を
務
め
た
城
は
「
伊
吾
」
に
あ
り
、
史
多
は
伊
吾
の
ソ
グ
ド
人
植
民

聚
落
の
出
身
で
、
東
突
厥
の
崩
壊
に
伴
っ
て
唐
に
降
っ
た
と
解
す
る
の
が
最
も
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
近
年
そ
の
存
在
が
公
開
さ
れ
た
「
史
多
墓
誌
」
を
解
読
し
、
墓
主
の
唐
へ
の
帰
属
の
問
題
を
中
心
に
考
察
し
た
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
墓
主
の
曾
祖
父
・
祖
父
が
代
々
城
主
を
務
め
て
き
た
そ
の
城
は
ソ
グ
ド
人
の
植
民
聚
落
が
営
ま
れ
て

い
た
「
伊
吾
」
に
あ
る
と
解
す
る
べ
き
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
墓
誌
に
見
え
る
曾
祖
父
の
達
官
と
墓
主
の
史
多
と
の
二
度
の
中
華
王
朝

へ
の
帰
属
は
、
伊
吾
の
大
業
四
年
か
ら
六
年
の
伊
吾
郡
設
置
ま
で
の
隋
へ
の
服
属
、
そ
し
て
東
突
厥
の
崩
壊
を
契
機
に
伊
吾
が
そ
の
ソ
グ

ド
人
首
領
の
石
萬
年
を
筆
頭
に
唐
に
降
っ
た
そ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
墓
主
の
史
多
は
、
東
突
厥
の
崩
壊
か
ら
唐
の
中
央

ア
ジ
ア
進
出
へ
と
向
か
う
激
動
の
国
際
情
勢
の
中
を
生
き
抜
い
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
史
多
が
伊
吾
の
植
民
聚
落
の
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
近
年
、
ソ
グ
ド
人
の
研
究
は
、
墓
誌
な
ど
石
刻
史
料
の
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
商
人
と
し
て
の
ソ
グ
ド
人
か
ら
武
人
と
し
て
の

姿
が
明
ら
か
と
な
り
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
山
下
［
二
〇
〇
五
・
二
〇
一
二
な
ど
］
は
北
朝
～
唐
初
に
ソ
グ
ド
人
が
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ソ
グ
ド
人
聚
落
の
郷
兵
を
率
い
て
軍
事
活
動
に
参
加
し
て
い
た
様
子
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
森
部
［
二
〇
一
〇
］
は
唐
後
半
～
五
代
の

藩
鎮
体
制
下
に
お
い
て
突
厥
の
影
響
を
受
け
て
騎
射
な
ど
の
遊
牧
文
化
を
備
え
た
ソ
グ
ド
人
が
活
躍
す
る
様
子
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
「
ソ

グ
ド
系
突
厥
」
と
呼
ぶ）₂₂
（

。
こ
れ
ら
は
、
同
じ
ソ
グ
ド
人
の
武
人
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
山
下
氏
の
指
摘
す
る
ソ
グ

ド
人
は
唐
の
建
国
以
前
か
ら
交
易
た
め
に
中
国
内
に
形
成
さ
れ
て
い
た
植
民
聚
落
を
拠
点
と
し
、
森
部
氏
の
い
う
「
ソ
グ
ド
系
突
厥
」
は

東
突
厥
の
崩
壊
後
に
唐
に
降
っ
た
六
州
胡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
突
厥
か
ら
唐
に
到
っ
た
者
を
指
し
、
一
線
を
画
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
両
者
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
未
解
決
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
扱
っ
た
「
史
多
墓
誌
」
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
一
石
を
投
じ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
史
多
は
、
植
民
聚
落
を
拠
り
所
と
し

た
ソ
グ
ド
人
で
あ
り
な
が
ら
、
東
突
厥
の
崩
壊
に
よ
っ
て
唐
に
降
り
、
禁
軍
に
武
人
と
し
て
仕
え
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
唐
後
半
期
以
降

に
活
躍
す
る
ソ
グ
ド
武
人
の
中
に
は
、
ソ
グ
ド
人
の
植
民
聚
落
出
身
、
つ
ま
り
交
易
に
従
事
し
て
い
た
者
（
あ
る
い
は
そ
の
子
孫
）
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
武
人
と
し
て
活
躍
す
る
ソ
グ
ド
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
全
て

遊
牧
文
化
を
身
に
つ
け
た
「
ソ
グ
ド
系
突
厥
」
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
ず
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
上
の
交
易
活
動
に
携
わ
る
オ
ア
シ
ス
民
が
唐
に

帰
附
し
て
き
た
場
合
に
も
、
武
人
と
し
て
の
ソ
グ
ド
人
の
形
態
は
あ
り
え
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）　「
米
継
芬
墓
誌
」（
永
貞
元
年
：
八
〇
五
年
）　「
父
諱
突
騎
施
、
遠
慕
皇
化
、
来
于
王
庭
…
…
公
承
襲
質
子
」　
米
国
（
マ
ー
イ
ム
ル
グ
）
は
開
元

一
六
年
（
七
二
八
）
四
月
と
開
元
一
八
年
（
七
三
〇
）
四
月
に
唐
に
使
節
を
派
遣
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
か
の
際
に
来
朝
し
た
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
て
い
る
［
葛
二
〇
〇
一
：
二
三
七
頁
・
中
田
（
美
）
二
〇
一
一
：
一
八
一
～
一
八
二
頁
］。
拓
本
・
録
文
の
所
在
は
氣
賀
澤
［
二
〇
〇

九
：N

o.�4599

］
参
照
。

（
2
）　「
何
文
哲
墓
誌
」（
大
和
四
年
：
八
三
〇
年
）　「
公
本
何
国
王
丞
之
五
代
孫
、
前
祖
以
永
徽
初
款
塞
来
質
、
附
於
王
庭
」　
何
文
哲
の
本
貫
は
霊
州
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で
あ
り
、
父
の
遊
仙
が
宝
応
功
臣
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
し
て
、
何
文
哲
が
六
州
胡
（
ソ
グ
ド
系
突
厥
：
「
お
わ
り
に
」
参
照
）
と
す
る
見
解
も
あ

る
［
中
田
（
美
）
二
〇
〇
七
：
五
一
頁
・
森
部
二
〇
一
〇
：
一
三
九
頁
‐
注
一
八
五
］。
拓
本
・
録
文
の
所
在
は
氣
賀
澤
［
二
〇
〇
九
：N

o.�5160

］

参
照
。

（
3
）　
本
墓
誌
を
掲
載
す
る
資
料
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
趙
［
二
〇
〇
九
：
見
開
き
（
拓
本
写
真
）・
八
〇
頁
（
録
文
）］、
②
齊
運
通
編
『
洛

陽
新
獲
七
朝
墓
誌
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
、
七
一
七
頁
：
拓
本
写
真
）。
本
稿
で
掲
載
し
た
録
文
は
、
極
力
テ
キ
ス
ト
の
字
体
を
忠
実
に
写
し
、

一
部
異
体
字
は
本
字
に
改
め
た
。
改
行
・
空
格
も
テ
キ
ス
ト
通
り
と
し
、
便
宜
上
、
句
読
点
を
付
け
た
。
訓
読
と
語
釈
の
見
出
し
の
字
体
は
録
文
に

従
い
、
そ
れ
以
外
は
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。
訓
読
は
現
代
か
な
づ
か
い
と
し
た
。
文
字
が
判
読
で
き
な
い
箇
所
は
□
と
記
し
、
文
字
の
一
部
が
欠

け
て
い
る
も
の
を
補
っ
た
文
字
は
□
で
囲
っ
た
。

（
4
）　
古
代
ト
ル
コ
語
の
漢
字
音
写
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
宏
節
氏
・
笠
井
幸
代
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
5
）　『
新
唐
書
』
巻
二
二
一
下
、
西
域
伝
下
、
史
（
六
二
四
八
頁
）「
隋
大
業
中
（
六
〇
五
～
六
一
七
年
）、
其
君
狄
遮
始
通
中
国
、
号
最
彊
盛
、
築
乞

史
城
、
地
方
数
千
里
。」

（
6
）　『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
〇
、
外
臣
部
、
朝
貢
（
一
一
二
三
〇
頁
）。
な
お
『
貞
観
政
要
』
巻
九
、
議
征
伐
（
四
七
六
～
四
七
七
頁
）
や
『
新
唐
書
』

巻
二
二
一
下
、
西
域
伝
、
康
（
六
二
四
四
頁
）
に
は
、
貞
観
五
年
（
六
三
一
）
に
同
じ
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
康
国
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）
の
帰
附
の
願
い

を
太
宗
が
そ
の
遠
さ
を
理
由
に
断
っ
た
記
事
が
あ
る
。
当
時
の
太
宗
に
は
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
ま
で
領
土
を
拡
大
す
る
意
欲
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
7
）　『
隋
書
』
巻
八
四
、
北
狄
伝
、
突
厥
（
一
八
七
〇
頁
）「
至
於
削
衽
解
辮
、
革
音
従
律
、
習
俗
已
久
、
未
能
改
変
。」
年
号
は
『
隋
書
』
巻
一
、
高

祖
帝
紀
（
二
三
頁
）
に
よ
る
。

（
8
）　『
隋
書
』
巻
八
三
、
高
昌
伝
（
一
八
四
七
～
一
八
四
八
頁
）「（
大
業
）
八
年
…
下
令
国
中
曰
「
…
…
其
庶
人
以
上
皆
宜
解
辮
削
袵
。」
帝
聞
而
甚
喜

之
。」

（
9
）　
六
胡
州
が
、
東
突
厥
の
崩
壊
に
伴
っ
て
唐
に
降
っ
た
ソ
グ
ド
人
を
配
置
し
た
も
の
で
、
そ
の
住
民
を
「
六
州
胡
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小

野
川
［
一
九
四
二
］・
森
部
［
二
〇
一
〇
：
九
八
～
一
一
〇
頁
］
参
照
。

（
10
）　『
隋
書
』
巻
八
四
、
北
狄
伝
、
鉄
勒
（
一
八
八
〇
頁
）「（
大
業
元
年
：
六
〇
五
年
）「
遂
立
俟
利
発
俟
斤
契
弊
歌
楞
為
易
勿
真
莫
何
可
汗
、
居
貪
汗

山
。
…
…
処
羅
可
汗
既
敗
、
莫
何
可
汗
始
大
。
莫
何
勇
毅
絶
倫
、
甚
得
衆
心
、
為
鄰
国
所
憚
、
伊
吾
・
高
昌
・
焉
耆
諸
国
悉
附
之
。」

（
11
）　『
隋
書
』
巻
三
、
煬
帝
紀
上
（
七
三
頁
）「（
大
業
五
年
四
月
）
壬
寅
、
高
昌
・
吐
谷
渾
・
伊
吾
並
遣
使
来
朝
。
…
…
（
六
月
）
壬
子
、
高
昌
王
麹
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伯
雅
来
朝
、
伊
吾
吐
屯
設
等
献
西
域
数
千
里
之
地
。
上
大
悦
。」

（
12
）　『
隋
書
』
巻
六
七
、
裴
矩
伝
（
一
五
八
〇
頁
）

（
13
）　『
隋
書
』
巻
六
五
、
薛
世
雄
伝
（
一
五
三
三
～
一
五
三
四
頁
）

（
14
）　
隋
末
の
動
乱
に
際
し
て
伊
吾
が
胡
人
の
聚
落
で
あ
っ
た
こ
と
は
以
下
の
史
料
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　『
旧
唐
書
』
巻
四
〇
、
地
理
志
、
伊
州
の
条
（
一
六
四
三
頁
）「
隋
末
、
西
域
雑
胡
拠
之
。」

　
　
　『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
四
〇
、
隴
右
道
下
、
伊
州
の
条
（
一
〇
二
九
頁
）「
隋
乱
、
又
為
群
胡
居
焉
。」

（
15
）　『
新
唐
書
』
巻
二
一
五
上
、
突
厥
伝
上
（
六
〇
三
六
頁
）「（
貞
観
四
年
）
伊
吾
城
之
長
素
臣
突
厥
、
挙
七
城
以
献
、
因
其
地
為
西
伊
州
。」

（
16
）　『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
、
西
戎
伝
、
高
昌
（
五
二
九
四
頁
）
に
は
「
伊
吾
先
臣
西
突
厥
」
と
あ
り
、『
新
唐
書
』
巻
二
二
一
上
、
西
域
伝
上
、
高
昌

（
六
二
二
一
頁
）
に
は
「
伊
吾
嘗
臣
西
突
厥
」
と
す
る
。
な
お
、
西
突
厥
は
統
葉
護
可
汗
の
殺
害
（
貞
観
二
年
：
六
二
八
年
）
以
降
、
情
勢
不
安
定

と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
伊
吾
の
唐
へ
の
帰
属
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

（
17
）　『
新
唐
書
』
巻
二
二
一
下
、
西
域
伝
下
（
六
二
五
七
頁
）「
貞
観
四
年
、
城
酋
来
朝
。
頡
利
滅
、
挙
七
城
降
、
列
其
地
為
西
伊
州
。」

（
18
）　
唐
へ
帰
属
後
の
伊
吾
に
つ
い
て
、
辻
［
二
〇
〇
七
：
七
六
頁
］
は
、
伊
吾
に
は
羈
縻
政
策
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
西
伊
州
の
刺
史
に
は
降
附
し
て
き

た
首
領
（
＝
石
萬
年
）
を
任
命
し
た
と
思
わ
れ
る
と
す
る
。

（
19
）　『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
第
一
、
瓜
州
（
一
二
頁
）「（
貞
観
三
年
：
六
二
九
）
法
師
因
訪
西
路
。
或
有
報
云
『
従
此
北
行
五
十
余
里
有

瓠
蘆
河
、
下
広
上
狭
、
洄
波
甚
急
、
深
不
可
渡
。
上
置
玉
門
関
、
路
必
由
之
、
即
西
境
之
襟
喉
也
。
関
外
西
北
又
有
五
烽
、
候
望
者
居
之
。
各
相
去

百
里
、
中
無
水
草
。
五
烽
之
外
即
莫
賀
延
磧
、
伊
吾
国
境
。』」

　
　
　
こ
の
他
に
も
、
玄
奘
が
瓜
州
で
出
会
っ
た
ソ
グ
ド
人
石
槃
陀
が
連
れ
て
き
た
ソ
グ
ド
人
の
老
人
（
老
胡
人
）
は
、
伊
吾
と
瓜
州
の
間
を
三
〇
余
回
、

そ
の
老
人
が
引
く
痩
せ
た
赤
馬
は
一
五
回
往
復
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

（
20
）　『
旧
唐
書
』
巻
一
九
四
上
、
突
厥
伝
上
（
五
一
六
三
頁
）・『
新
唐
書
』
巻
九
九
、
李
大
亮
伝
（
三
九
一
一
～
三
九
一
二
頁
）
に
も
同
様
の
記
載
あ

り
。

（
21
）　
蕃
望
の
規
定
に
つ
い
て
は
石
見
［
一
九
九
八
］
参
照
。
な
お
「
史
多
墓
誌
」
以
外
に
も
ソ
グ
ド
人
墓
誌
中
に
は
「
安
菩
墓
誌
」（
景
龍
三
年
：
七

〇
九
）・「
何
弘
敬
墓
誌
」（
咸
通
六
年
：
八
六
五
）
な
ど
東
突
厥
の
崩
壊
を
契
機
に
帰
属
し
た
者
へ
の
唐
の
待
遇
が
窺
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
改
め
て
論
じ
た
い
。
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（
22
）　
中
田
（
裕
）［
二
〇
〇
九
］
は
、
突
厥
と
ソ
グ
ド
と
の
混
血
が
進
ん
だ
結
果
、
ソ
グ
ド
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
突
厥
人
を
「
ソ
グ
ド
系
突
厥
」
と
し

て
い
る
。
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史
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［
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光
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・
伊
州
地
志
残
巻
に
就
い
て
」『
小
川
博
士
還
暦
記
念
地
学
論
叢
』
弘
文
堂
書
房
（
再
録
『
羽
田
博

士
史
学
論
文
集
』
上
巻
（
歴
史
篇
）、
京
都
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
七
、
五
八
五
～
六
〇
五
頁
）

─
─
─
［
一
九
三
〇
─Ｂ
］「
回
鶻
文
摩
尼
教
徒
祈
願
文
の
断
簡
」『
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』（
再
録
『
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
』
下
巻
（
言

語
・
宗
教
篇
）、
京
都
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
会
、
三
二
五
～
三
四
七
頁
）

福
島
恵
［
二
〇
〇
五
］「
唐
代
ソ
グ
ド
姓
墓
誌
の
基
礎
的
考
察
」『
学
習
院
史
学
』
四
三
、
一
三
五
～
一
六
二
頁

山
下
将
司
［
二
〇
〇
五
］「
隋
・
唐
初
の
河
西
ソ
グ
ド
人
軍
団
─
天
理
図
書
館
蔵
『
文
館
詞
林
』「
安
修
仁
墓
碑
銘
」
残
巻
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
東
方
学
』

一
一
〇
、
六
五
～
七
八
頁

─
─
─
─
［
二
〇
一
二
］「
唐
の
太
原
挙
兵
と
山
西
ソ
グ
ド
軍
府
─
「
唐
・
曹
怡
墓
誌
」
を
手
が
か
り
に
─
」『
東
洋
学
報
』
九
三
─
四
、
三
一
～
五
九
頁

趙
振
華
［
二
〇
〇
九
］「
唐
代
粟
特
人
史
多
墓
誌
初
探
」『
湖
南
科
技
学
院
学
報
』
三
〇
─一
一
、
七
九
～
八
二
頁

葛
承
雍
［
二
〇
〇
一
］「
唐
代
長
安
一
格
粟
特
家
庭
的
景
教
信
仰
」『
歴
史
研
究
』
二
〇
〇
─一
三
（
再
録
『
唐
韵
胡
音
与
外
来
文
明
』
中
華
書
局
、
二
〇

〇
六
、
二
三
二
～
二
四
一
頁
）



唐
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
と
ソ
グ
ド
系
武
人
（
福
島
）�

五
四
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本
稿
で
扱
っ
た
「
史
多
墓
誌
」
に
つ
い
て
、
拓
本
の
入
手
ま
で
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
ソ
グ
ド
人
の
東
方
活
動
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
」（
研
究
代
表
：
森
部
豊
、
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
考
察
に
つ
い
て
は
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
隋

唐
期
に
お
け
る
墓
誌
史
料
の
研
究
基
盤
情
報
の
整
理
と
分
析
」（
研
究
代
表
：
筆
者
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


